
 

『
空
き
缶
か
ら
小
さ
な
環
境
学
習
の
場
へ
』 

 

小
学
生
の
環
境
学
習
に
少
し
で
も
お
役
立
て
で
き
れ

ば･
･
･

、
と
の
考
え
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
空
き
缶
基
金
活
動

も
早
５
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し

て
か
ら
は
、
丸
２
年
。 

子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
姿
勢
、
ま
た
実

際
に
行
動
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
「
親
世
代
が
こ
ど
も
の
背

中
を
見
て
学
ぶ
べ
き
時
代
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
提
供
活
動
の
一
環
と
し
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

『
空
き
缶
基
金
』
よ
り
提
供
し
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
苗

５
０
０
本
を
、
学
校
さ
ん
の
ご
配
慮
で
中
庭
・
運
動
場
横
に

小
学
校
の
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
植
え
込
み
ま
し
た
。 

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
に
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し
く
花
咲

く
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      

 

      

１
０
年
、
２
０
年
と
色
あ
せ
ず
、
小
学
生
に
と
っ
て
有
意

義
な
体
験
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
き
、
さ
ら
に
子
ど
も
さ

ん
達
が
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
や
さ
し
い
大
人
へ
と
成
長

し
て
も
ら
え
た
ら
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
空
き
缶
基
金 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事 

 

深
津 

伸
哉 

 
 

  
 

 
 

 
空空
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２
０
０
９
年 

 

１
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

有
限
会
社 

ポ
ラ
リ
ス
芦
屋
店 

（
遠
賀
郡
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
３
２
団
体 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

  

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

   

 

２
２
７
４
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
７
９
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
７
１
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
）【
３
２
０
㎏
】 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
） 

『
２
０
０
８
年 

年
間
回
収
量
７
３
２
０
㎏
』 

全
２
３
２
団
体
の
頂
点
、
年
間
回
収
量
第
１
位
を
獲
得

し
ま
し
た
！ 

 

８
２
歳
の
会
長
を
筆
頭
に
、
約
８
０
名
か
ら
な
る
会
員

が
空
き
缶
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
に
な
る
と

参
加
し
て
い
る
地
域
を
回
っ
て
空
き
缶
を
回
収
し
、
拠
点

と
な
っ
て
い
る
葛
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手
分
け
し
て
ア

ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
に
分
別
し
ま
す
。
暑
い
日
も
寒
い
日

も
、
雨
の
日
に
は
か
っ
ぱ
を
着
て
約
２
時
間
の
作
業
で

す
。
最
近
は
分
別
に
も
慣
れ
、
「
缶
を
持
っ
た
だ
け
で
区

別
出
来
る
！
」
と
い
う
頼
も
し
い
声
も
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

缶
回
収
で
得
た
資
金
は
、
長
寿
会
の
総
会
や
恒
例
の
旅

行
費
用
に
あ
て
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
今
年
は
地
域
の
公

園
に
植
え
る
花
苗
や
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

生
涯
学
習
「
生
き
生
き
葛
原
っ
子
ク
ラ
ブ
」
の
子
供
た
ち

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
、
一
部
資
金
提
供
し
ま
し
た
。 

回収拠点 
（葛原市民センター） 

空き缶分別風景 
 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 南
小
倉
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

市
民
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
・
保
育
所
が
同
じ
敷
地
内
に

あ
る
全
国
で
も
珍
し
い
複
合
施
設
で
す
。 

校
区
内
の
山
田
緑
地
の
奥
に
あ
る
、
小
熊
野
（
お
ぐ
ま

の
）
山
を
水
源
と
す
る
川
が
施
設
の
そ
ば
を
流
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
『
熊
』
を
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
い
ま
す
。
ほ
た
る
祭
り
も
催
さ
れ
る
小
熊
野
川
の
清

掃
は
、
年
に
４
回
地
域
の
方
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
供
達
が
色
々
な
年
齢
の
方
と
触
れ

合
え
る
「
居
場
所
」
を
目
指
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
料
理
教

室
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

２
２
０
５
５
キ
ロ
グ
ラ
ム 

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 
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祝
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

高
杯
山
頂
に
あ
る
天
疫
（
て
ん
や
く
）
神
社
の
横
に
あ

る
市
民
セ
ン
タ
ー
で
す
。
醐
天
皇
時
代
に
疫
病
を
収
め
た

こ
と
で
天
疫
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
推
定
年
齢

４
０
０
年
の
楠
の
大
樹
が
茂
る
森
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
問
題
の
関

心
が
高
く
、
空
き
缶
の
ほ
か
使
用
済
み
の
バ
ス
カ
ー
ド
や

切
手
、
ベ
ル
マ
ー
ク
・
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
幅
広
く
回

収
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
発
行
し
て
い
る
「
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
」
で
空
き
缶
回
収
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
最
近
少

し
ず
つ
で
す
が
回
収
量
も
増
え
て
き
ま
し
た
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
１
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
５
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
０
０
㎏
】 

 

 

古
前
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

（
若
松
区
） 

 

缶ボックス 
設置風景 

 

小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
の
塚
田
で
す
。 

 
 

 

「
地
域
社
会
の
余
暇
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
経
営
理
念
と

し
て
、
２
０
０
８
年
４
月
に
温
泉
・
シ
ネ
マ
・
ボ
ー
リ
ン
グ

な
ど
を
有
す
る
娯
楽
施
設
を
小
倉
北
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。 

あ
る
知
人
の
紹
介
で
『
空
き
缶
基
金
』
の
存
在
と
活
動
状

況
を
知
り
、
エ
コ
活
動
の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毎
日
笑
顔
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
う
当
施
設
で
飲
ま
れ
た
空
き
缶
を
『
空
き
缶
基
金
』
へ
提

供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
活
動
を
始
め
て
半
年
に

な
り
ま
す
。 

 

今
後
も
積
極
的
に
『
基
金
』
の
活
動
に
参
画
し
、
将
来
の

一
翼
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
、
社
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド 

 
 

総
務
部
長 

塚
田 

健
市 

 

缶ボックス設置風景 
＆シンボルマーク 

２
０
０
９
年 

 

２
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

以
上 

累
計 

: 

２
３
３
団
体 

回収拠点 
（南小倉市民センター） 

 

回収拠点 
（祝町市民センター） 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

古
前
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

約
１
９
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
北
九
州
市
内
で
も
高

齢
化
・
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
一
つ
で
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
『
高
齢
者
と
子
ど
も
達
の
交
流
拠

点
』
を
目
指
し
、
昨
年
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
も
ち
つ
き

大
会
・
し
め
縄
作
り
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
は
『
歩
き
ン
グ
大
会
』

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
や
市
民
講
座
を

受
講
す
る
際
に
、
利
用
者
が
持
ち
寄
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
る
古
紙
や
ト
レ
ー
に
空
き
缶
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

２
１
０
６
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 
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北
九
州
市
立
松
ヶ
江
幼
稚
園
（
門
司
区
） 

道
路
端
に
散
ら
ば
る
空
き
缶
や
紙
く
ず
。
き
れ
い
な
町

に
す
る
た
め
の
ご
み
拾
い
と
言
う
前
に
『
捨
て
な
い
教

育
』
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

な
り
環
境
教
育
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
空
き
缶

な
ど
の
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

公
立
幼
稚
園
は
親
子
登
降
園
な
の
で
、
保
護
者
の
方
が

送
り
迎
え
の
際
に
空
き
缶
や
新
聞
紙
を
持
ち
寄
り
ま
す
。 

昨
年
３
月
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
手
軽
に
持
ち
運

び
が
で
き
、
社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
や
プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
回
収
し
て
い
ま
す
。 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）
【
５
４
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
４
５
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
３
０
㎏
】 

 

 

缶＆プルタブ＆キャップ 
回収 BOX 設置風景 

 

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
北
九
州
㈱
の
高
宮
で
す
。 

 
 

当
社
は
、
複
合
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
㈱

の
子
会
社
で
、
２
０
０
１
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

を
取
得
す
る
と
と
も
に
、「
環
境
配
慮
型
商
品
の
提
供
」「
グ

リ
ー
ン
購
入
推
進
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ
る
廃
棄
物
の

削
減
」
な
ど
の
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
社
内
に
『
端
数
倶
楽
部
』
と
い
う
名
前
の
社
員
有

志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
会
社
と
社
員

が
協
力
し
た
形
で
の
社
会
貢
献
活
動
も
進
め
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
環
境
活
動
も
社
会
貢
献
活
動
も
、
ま
ず
は
「
自

分
が
無
理
な
く
で
き
る
こ
と
」
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
に
「
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
」
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 『

空
き
缶
基
金
』
は
、
そ
う
し
た
私
た
ち
の
「
身
の
丈
に

合
っ
た
活
動
」
の
一
つ
と
し
て
２
年
前
か
ら
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。
成
果
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も 

継
続
し
て
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

回収拠点 
（松ヶ江幼稚園） 

２
０
０
９
年 

 

３
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

缶ボックス 
設置風景 

 
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
北
九
州
株
式
会
社 

管
理
部 

 
 

 

事
計
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長 

 

高
宮 

晃
二 

回収拠点 
（古前市民センター） 



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

古
前
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

約
１
９
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
北
九
州
市
内
で
も
高

齢
化
・
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
一
つ
で
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
『
高
齢
者
と
子
ど
も
達
の
交
流
拠

点
』
を
目
指
し
、
昨
年
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
も
ち
つ
き

大
会
・
し
め
縄
作
り
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
に
は
、『
歩
き
ン
グ
大
会
』（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
開
催
し
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
や
市
民
講
座
を

受
講
す
る
際
に
、
利
用
者
が
持
ち
寄
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
る
古
紙
や
ト
レ
ー
に
空
き
缶
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

２
３
２
９
１
キ
ロ
グ
ラ
ム 

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.63 

大
里
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

戸
の
上
山
麓
に
広
が
る
住
宅
街
を
中
心
と
し
、
特
に
若

い
世
代
が
多
く
住
む
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
区
内

で
最
も
転
入
・
転
出
の
多
い
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。 

     

世
代
を
問
わ
ず
『
皆
が
来
や
す
い
市
民
セ
ン
タ
ー
』
を

目
指
し
て
、
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

毎
年
、
子
供
さ
ん
達
と
一
緒
に
、
敷
地
内
の
畑
で
野

菜
・
穀
物
（
３
年
間
で
１
０
種
類
）
を
育
て
、
料
理
作
り

に
ま
で
繋
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ぶ

子
供
さ
ん
へ
の
お
茶
代
や
植
栽
用
の
花
苗
代
の
た
め
に
、

缶
や
古
紙
で
得
ら
れ
る
支
援
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
２
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
２
０
㎏
】 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
）【
３
１
０
㎏
】 

 

畑 
（敷地内） 

 

は
じ
め
ま
し
て 

エ
ス
・
シ
ー
・
エ
ル
㈱
の
室
谷
で
す
。 

 
 

Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ 

 

＆ 
 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
安
全
で
快
適
な
生
活
を
提
供
す
る
会
社
を
目
指

し
て
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
が
社
名
で
す
。
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
さ
ん
の
仕
事
や
、
不
動
産
の
賃
貸
・
売
買
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
管
理
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
や
事
務
所
の

空
き
缶
を
『
空
き
缶
基
金
』
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

 

去
年
の
秋
、
家
に
や
っ
て
き
た
猫
の
マ
ル
（
♂
）
、
普
段

は
ド
ラ
イ
フ
ー
ド
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
す
が
、
た
ま
ぁ
～
に

ご
馳
走
で
缶
詰
め
を
食
べ
て
お
り
、
彼
も
微
力
な
が
ら
『
空

き
缶
基
金
』
に
貢
献
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
マ
ル

と
一
緒
に
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と 

 
 

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

回収拠点 
（大里南市民ｾﾝﾀｰ） 

２
０
０
９
年 

 

４
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

缶ボックス 
設置風景 

 エ
ス
・
シ
ー
・
エ
ル
株
式
会
社 

建
物
管
理
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

室
谷 

雅
彦 

 

回収拠点 
（古前市民センター） 

 

 



 

       

 

     

   
 

 
 

 
空空
きき
缶缶
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信信 
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２
０
０
９
年 

 

５
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 

障
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス 

い
ろ
は
（
小
倉
南
区
） 

 

北
九
州
市
立
蜷
田
保
育
所
（
小
倉
南
区
） 

 

錦
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
３
８
団
体 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

     

 

２
４
４
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

 
葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
６
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
７
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
）【
４
１
０
㎏
】 

 

 

高
須
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

新
興
住
宅
地
で
あ
る
高
須
地
区
に
は
、
約
４
，
０
０
０

世
帯
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
協
議
会

主
催
の
行
事
『
あ
る
き
ｉ
ｎ
ｇ
た
か
す
』
を
開
催
。
参
加

者
１
２
９
名
（
内
、
こ
ど
も
さ
ん
２
３
名
）
が
、
３
㎞
と

７
㎞
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
さ
く
ら
咲
く
高
須
の
春
を
み

ん
な
で
歩
き
ま
し
た
。 

       

成
人
の
日
に
独
特
な
行
事
が
１
つ
。
市
主
催
の
成
人
式

を
終
え
た
後
、
地
元
中
学
校
で
成
人
祭
を
別
開
催
。
成
人

者
の
親
御
さ
ん
（
親
の
会
）
が
実
行
委
員
と
な
り
、
諸
関

係
者
合
わ
せ
２
０
０
名
で
成
人
者
を
祝
っ
て
い
ま
す
。 

あるき ing たかす 

まちづくりスローガン 
 

 

 

は
じ
め
ま
し
て 

㈱
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー 

の
山
本
で
す
。 

 
 

ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
北
九
州
市
を
拠
点
と
し
北
九

州
―
羽
田
空
港
（
１
日
８
便
）、
羽
田
空
港
―
関
西
空
港
（
１

日
２
２
便
）
を
就
航
し
て
い
る
航
空
会
社
で
す
。「
感
動
の

あ
る
航
空
会
社
」
を
事
業
理
念
に
掲
げ
、
常
に
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。 

 

弊
社
で
は
、
約
１
年
前
か
ら
『
空
き
缶
基
金
』
の
活
動

に
賛
同
し
、
環
境
活
動
の
一
環
と
し
て
社
内
で
ア
ル
ミ
缶

と
ス
チ
ー
ル
缶
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
月

か
ら
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
キ
ャ
ッ
プ
を
「
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
」
に

換
え
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま

す
。 こ

れ
か
ら
も
社
内
に
お
い
て
、
エ
コ
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、
社
会
貢
献
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

○た
が
い
に
笑
顔
で 

○か
わ
す
あ
い
さ
つ 

○す
み
よ
い
高
須 

 

 

～ 

お 

願 

い 

～ 

 

現
在
、
回
収
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

何
か
と
ご
迷
惑
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
頂

け
ま
す
よ
う 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

変
更
が
困
難
な
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

～ 

お 

知 

ら 

せ 

～ 

「
花
の
苗
」・「
プ
ラ
ン
タ
ー
」
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
希
望
に
そ
え
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
尽

力
い
た
し
ま
す
。
５
月
中
に
回
答
を
お
入
れ
し
ま
す
。 

 

 

※ 

な
お
、
選
考
か
ら
漏
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い 

ま
す
が
、
ご
理
解
の
程 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

  

 

㈱
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー 

 
 

営
業
本
部 

営
業
部 

 
 

山
本 

理さ
と

史し 

 
 

（
写
真
中
央
） 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

緑
豊
か
な
山
あ
い
の
斜
面
に
、
住
宅
地
が
立
ち
並
ん
で

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
７
月
第
４
週
、
戸
畑
区
の
一
大
行

事
「
戸
畑
山
笠
」
で
は
、
戸
畑
区
内
の
４
つ
の
山
笠
が
浅

生
公
園
に
集
結
。
競
演
会
を
市
民
に
披
露
し
て
い
ま
す
。

大
谷
地
区
は
、
菅
原
神
社
を
拠
点
と
し
た
『
天
』
の
山
笠

と
し
て
参
加
（
夜
は
ち
ょ
う
ち
ん
山
笠
）。 

     

こ
の
地
域
で
し
か
咲
か
な
い
「
と
ば
た
あ
や
め
」
。 

花
の
咲
く
期
間
が
１
週
間
程
度
と
短
く
、
あ
や
め
ま
つ

り
の
際
に
は
、
そ
の
希
少
な
花
を
観
覧
す
る
た
め
に
、
市

外
か
ら
も
来
場
（
来
場
者
６
０
０
人
）
さ
れ
ま
す
。 

 

１
９
４
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 
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青
葉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

 

「
五
平
太
ば
や
し
」
。
若
松
区
の
港
側
で
は
伝
統
芸
能

と
し
て
有
名
で
す
が
、
新
興
住
宅
地
で
あ
る
青
葉
地
区
で

も
伝
承
に
取
り
組
み
、
子
供
さ
ん
達
が
練
習
を
重
ね
、
若

松
み
な
と
祭
り
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

     
ま
ち
協
の
拠
点
で
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
葉
小

の
生
徒
さ
ん
（
理
科
栽
培
委
員
会
）
や
、
ま
ち
美
化
の
部

会
の
方
々
が
、
四
季
折
々
の
花
を
育
て
て
お
り
、
缶
支
援

金
の
一
部
を
花
代
に
充
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ゴ
ミ

拾
い
運
動
（
月
２
回
）
と
の
相
乗
効
果
で
、
き
れ
い
で
安

全
な
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
５
８
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
２
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
５
０
㎏
】 

 

 

沿道に植えられた花 
（市民センター前） 

 

私
と
空
き
缶
回
収
運
動
と
の
か
か
わ
り
は
６
年
目
を 

迎
え
ま
す
。
平
成
１
５
年
１
１
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
社
会

科
全
国
大
会
の
折
、
新
日
鐵
本
社
で
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
の
方
と
お
会
い
し
た
の
が
、
こ
の
運
動
に
か
か
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 

空
き
缶
を
見
た
と
き
に
、「
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
感
情
を
育
て
る
こ
と
、
そ
れ
が
環
境
教
育
の
出
発
点

で
す
。
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
・
活
か
せ
ば
資
源
」
と
い
う
資
源

循
環
の
考
え
を
実
感
さ
せ
る
の
に
、
空
き
缶
は
絶
好
の
教
材

で
す
。 

こ
ど
も
た
ち
が
家
庭
や
学
校
・
地
域
の
活
動
で
出
た
空
き

缶
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
に
乗
せ
る
こ
と
は
、
環
境

を
守
る
考
え
方
や
資
源
の
有
効
活
用
を
願
う
心
の
輪
に
参

加
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
運
動
は
、
環
境
保
護
へ
の
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、
市

内
の
全
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
環
境

首
都
宣
言
都
市
の
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
で
き
る
子

ど
も
へ
と
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
九
州
市
立 

あ
や
め
が
丘
小
学
校 

校
長 

安
部 

大
眞 

 
 

とばたあやめ 
（とばたあやめ公園内） 

五平太だいこ 
（練習風景） 

２
０
０
９
年 

 

６
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

菅原神社 
（山車 保管） 

 

 

  

以
上 

累
計 

: 

２
３
９
団
体  

社
会
福
祉
法
人 

ま
ど
か
（
若
松
区
） 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

西
戸
畑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

近
年
、
戸
畑
駅
北
口
の
新
ビ
ル
建
設
な
ど
で
世
帯
数
が

増
加
傾
向
で
、
２
０
９
８
世
帯
の
方
々
が
暮
ら
す
校
区
で

す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
々
も
多
く
、
協
議
会
を
中

心
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
人
情
の
町
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

本
町
公
園
の
清
掃
活
動
（
１
０
日
に
１
回
）
や
様
々
な
廃

品
回
収
、
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
地
域
住
民
の
方
々

で
和
気
あ
い
あ
い
と
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

     

毎
年
８
月
限
定
、
本
町
公
園
で
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
実

施
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
、
最
終
日
に
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

２
５
１
０
５
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 
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深
町
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

平
成
２
０
年
４
月
１
日
よ
り
新
校
舎
へ
移
転
。
高
塔
山

か
ら
見
て
北
東
の
丘
陵
地
、
星
陵
中
学
校
の
跡
地
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
の
下
、
３
６
６
人
の
全
校

生
徒
さ
ん
が
空
き
缶
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

       

地
域
と
の
連
携
で
は
、
ア
ジ
サ
イ
の
里
山
活
動(

４
年

生)

に
取
り
組
み
、
毎
年
１
１
月
、
育
っ
た
ア
ジ
サ
イ
を
高

塔
山
に
移
植
。
他
に
、
ど
ん
ぐ
り
の
栽
培(

１
～
２
年
生)

や
、
響
灘
地
区
「
緑
の
回
廊
」(

２
～
３
年
生)

に
参
加
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
緑
化
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
６
０
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
４
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
３
０
㎏
】 

 

 

校内で栽培中 
（アジサイ） 

 

本
校
の
空
き
缶
回
収
運
動
は
、
平
成
１
６
年
、
新
日
鐵
八

幡
製
鐵
所
を
見
学
後
、
鉄
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ん
だ

児
童
が
、
「
自
分
達
で
で
き
る
取
り
組
み
を
」
と
全
校
生
徒

に
呼
び
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

平
成
２
０
年
度
に
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
記
念

に
『
花
い
っ
ぱ
い
プ
ラ
ン
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

少
し
で
も
子
供
た
ち
の
学
ぶ
環
境
を
美
化
し
、
豊
か
な
心
根

を
育
て
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
し
た
。 

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
空
き
缶
基
金
殿
か
ら
、

花
の
苗
を
寄
贈
戴
き
、
ま
た
、
全
国
表
彰
の
賞
金
で
園
芸
用

具
を
購
入
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
花
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
る
子
供

た
ち
が
毎
朝
、
挨
拶
と
回
収
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
個

人
回
収
カ
ー
ド
に
張
る
シ
ー
ル
が
子
供
た
ち
に
喜
ば
れ
、
回

収
量
も
日
増
し
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 

 

リ
サ
イ
ク
ル
や
園
芸
活
動
を
通
し
て
、
子
供
達
の
環
境
に

対
す
る
関
心
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
機

に
、
学
校
の
芝
生
化
や
太
陽
光
発
電
を
推
進
し
、
環
境
首
都

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
校
と
な
る
べ
く
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
九
州
市
立
中
原
小
学
校 

校
長 

村
上 

保
男 

 

本町公園 沿道 新 校 舎 

２
０
０
９
年 

 

７
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 恵美須神社（戸畑祇園 
 4 大山笠の１つ西大山笠） 

 

以
上 

累
計 

: 

２
４
０
団
体 

富
士
組
（
小
倉
南
区
） 

 

 

 

 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

平
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

花
尾
山
や
皿
倉
山
と
い
っ
た
北
九
州
市
を
代
表
す
る

山
が
近
く
に
あ
り
、
多
く
の
史
跡
が
残
る
地
域
で
す
。 

平
野
地
区
は
、
八
幡
大
空
襲
で
被
害
の
一
番
大
き
か
っ

た
地
区
で
あ
り
ま
す
。
今
な
お
体
験
者
の
方
が
多
く
、
戦

争
の
怖
さ
を
「
語
り
部
（
か
た
り
べ
）
」
と
し
て
、
市
内

小
学
校
に
出
向
き
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

   
 

 
 

 

 

 

「
平
野
大
学
」
。
近
郊
に
住
む
年
配
の
方
対
象
の
市
民

講
座
で
す
。
今
年
で
２
４
年
目
。
屋
内
講
座
で
は
人
権
や

介
護
等
を
学
び
、
屋
外
講
座
で
は
歴
史
散
策
や
観
劇
等
を

皆
で
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

２
７
３
７
２
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.67 

修
多
羅
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

 

修
多
羅
校
区
は
、
若
松
を
象
徴
す
る
「
高
塔
山
」
と
「
洞

海
湾
」
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

月
に
２
回
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
、
道
路
沿
い
を

歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
う
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

活
動
が
評
価
さ
れ
、「
Ｈ
２
０
年
度 

環
境
に
や
さ
し
い

若
松
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」
の
『
地
域
功
労
賞
』
を
受
賞
。 

      

校
区
行
事
と
し
て
、
毎
年
７
月
、
「
そ
う
め
ん
流
し
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
流
す
筒
部
分
は
、
竹
を
割
り
自
作
。

地
域
住
民
の
方
々
が
そ
う
め
ん
を
持
ち
寄
り
、
子
供
さ
ん

た
ち
と
総
勢
１
０
０
名
で
食
べ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
６
４
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
９
０
㎏
】 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）
【
４
６
０
㎏
】 

 

 

  

私
が
本
活
動
を
知
っ
た
の
は
、
平
成
１
５
年
に
江
川
小
学

校
（
若
松
区
）
に
勤
務
を
し
て
い
た
時
、
当
時
の
若
松
区
小

Ｐ
連
の
三
木
会
長
様
の
説
明
を
受
け
て
の
こ
と
で
し
た
。
空

き
缶
分
別
の
技
術
の
進
歩
で
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
が

一
緒
で
よ
い
こ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
支
援
が
頂
け
る
こ
と
、

空
き
缶
は
備
え
付
け
の
袋
に
入
れ
れ
ば
よ
い
こ
と
等
一
石

二
鳥
、
三
鳥
の
利
点
が
あ
り
、
早
速
学
校
で
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。 

 

平
成
１
９
年
に
深
町
小
学
校
に
転
勤
し
ま
し
た
が
、
同
校

で
は
す
で
に
本
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
区
内
に
も
浸
透

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
嬉
し
い
こ
と
に
、

活
動
が
認
め
ら
れ
、
空
き
缶
通
信
に
紹
介
さ
れ
た
り
、
ス
チ

ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
殿
か
ら
感
謝
状
を
頂
い
た
り
し

ま
し
た
。 

 

環
境
保
全
は
「
シ
ン
ク 

グ
ロ
ー
バ
リ
ー 

ア
ク
ト 

ロ

ー
カ
リ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
事
柄
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
、
こ
ど
も
達
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
連

携
し
、
さ
さ
や
か
で
す
が
環
境
首
都
宣
言
都
市
の
推
進
に
寄

与
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
九
州
市
立
深
町
小
学
校 

校
長 

小
南 

義
賢 

 

センター外観 
（Ｈ21 年 3 月 

改築工事完了／移転） 

 

地域功労賞 賞状 

２
０
０
９
年 

 

８
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 平野大学の参加者 
（博多座にて） 

 

 

 

 

 

 

そうめん流し 

北
九
州
市
立
城
野
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

以
上 

累
計 

: 

２
４
１
団
体 



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

深
町
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会(

セ
ン
タ
ー)

で
は
、『
全
て
に
や
さ

し
さ
』
を
理
念
に
掲
げ
、
「
深
町
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」
の

下
、
様
々
な
行
事
を
実
施
し
地
域
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
そ
の
１
つ
に
、
小
学
校
の
夏
休
み
を
利
用
し
た
地
元

工
場
の
見
学
が
あ
り
、
今
年
は
小
学
生
２
０
名
が
参
加
。 

      

地
域
行
事
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
大

掛
か
り
な
の
は
夏
祭
り
で
す
。
夕
方
か
ら
の
開
催
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
来
客
者
数
は
２
０
０
０
名
。
出
展
や
出

店
な
ど
の
バ
ザ
ー
部
門
は
、
協
議
会
の
婦
人
会
を
主
体
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

２
５
９
７
６
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.68 

北
九
州
市
立
八
幡
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

 

『
「
自
分
が
よ
け
れ
ば
い
い
」
で
は
な
く
、
こ
の
町
に

住
む
人
た
ち
が
一
緒
に
よ
く
な
る
こ
と
！
』
。
取
り
組
む

テ
ー
マ
が
学
年
毎
に
別
々
の
よ
う
で
、
実
は
繋
が
り
が
あ

る
事
、
さ
ら
に
地
域
の
方
々
と
「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
の

関
係
が
あ
る
事
を
、
取
組
み
を
通
じ
て
学
ん
で
い
ま
す
。 

     
 

今
年
で
４
年
目
と
な
る
「
地
球
を
守
る
３
Ｒ
活
動
」。 

低
学
年
で
は
、
①
植
樹
活
動
、
②
資
源
回
収 

(

社
会
科)

で
得
た
支
援
金
で
車
椅
子
を
購
入
し
提
供(

国
語
科
・
道
徳

科)

。
高
学
年
で
は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
道

路
の
段
差
や
横
断
歩
道
の
改
善
等
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
６
２
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
８
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
６
０
㎏
】 

 

 

 

本
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
一
体
と
な
り
、
環
境
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

国
語
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
、
日
頃
実
践

し
て
い
る
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
、
学
校
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
に
も
発
信
し
よ
う
と
、
学
習
発
表
会
と
い
う
形

で
劇
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
度
、
北
九
州
市
よ
り
「
３

Ｒ
活
動
推
進
賞
」
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

  

そ
の
活
動
の
中
の
１
つ
で
あ
る
『
Ｒ
』（
リ
サ
イ
ク
ル
）。 

「
ま
た
使
え
る
よ
う
に
す
る
」
活
動
と
し
て
、
空
き
缶
を
集

め
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
も
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。 

昇
降
口
に
置
か
れ
た 

“
空
き
缶
入
れ
”
の
か
ご
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
、
家
庭
で

た
ま
っ
た
空
き
缶
を
持
っ
て
き
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

か
ご
一
杯
に
た
ま
っ
た
空
き
缶
は
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
方
々
が

回
収
し
、
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。 

  

環
境
首
都
「
北
九
州
」
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
『
リ

サ
イ
ク
ル 

＝ 

環
境
』
の
視
点
で
、
槻
田
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 

北
九
州
市
立
槻
田
小
学
校 

校
長 

 

門
司 

明 
 

夏祭り 
（おたのしみ抽選会） 

 

花いっぱい運動／ 

３年生（ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ） 
 

２
０
０
９
年 

 

９
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

  工場見学 
（植田製作所にて） 

 

総合学習／５年生 
（年長者との交流） 

ホ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
（
小
倉
北
区
） 

以
上 

累
計 

: 

２
４
２
団
体  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

     
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

～ 

お
知
ら
せ 

～ 

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
缶
基
金
』
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
）
を
１
１
月
１
日
か
ら
開
設
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

～ 

お 

願 

い 

～ 

Ｈ
Ｐ
開
設
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
ご
記
入
後
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
返
信 

（
０
９
３
・
７
５
２
・
５
０
５
５
）
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ご
記
入
内
容
は
左
記
の
４
項
目
で
す
。 

① 

団
体
登
録
名
称
の
公
開 

② 

団
体
様
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク 

③ 

団
体
様
の
現
在
の
窓
口
等 

④ 

Ｈ
Ｐ
閲
覧
に
よ
る
紙
資
源
削
減
案 

 

※ 

ご
不
明
の
点
は
、（
０
９
３
・
７
５
２
・
５
０
１
５
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
空
き
缶
基
金
ま
で
！ 

 
 

２
５
１
８
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.69 

星
が
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

「
人
を
中
心
と
し
て
、
美
・
遊
・
快
・
楽
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
人
々
の
永
住
の
地
と
し
て
、
ま

た
、
生
ま
れ
育
つ
新
し
い
世
代
の
『
ふ
る
さ
と
』
と
し
て
、

次
世
紀
を
見
据
え
た
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

      
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
地
域
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
毎
年
夏
場
に
七
夕
祭
り
を
開
催
。
セ
ン
タ
ー
内
の

フ
ェ
ン
ス
に
２
０
本
の
竹
を
立
て
付
け
、
校
区
内
３
千
名

の
方
が
願
い
を
書
い
た
短
冊
を
笹
に
く
く
り
付
け
ま
す
。 

米
の
す
く
い
取
り
や
卵
の
つ
か
み
取
り
な
ど
、
子
供
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
企
画
も
あ
っ
て
賑
わ
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
６
１
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
２
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
３
６
０
㎏
】 

 
８
月
１
８
日
、
ウ
ェ
ル
戸
畑
に
て
『
環
境
首
都
！
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｎ
ＰO

は
、
会
場
に

て
リ
サ
イ
ク
ル
品
及
び
パ
ネ
ル
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
催
当
日
、
窓
口
を
さ
れ
て
い
た
環
境
教
育
担
当

で
あ
る
福
嶋
指
導
主
事
へ
、
小
学
校
や
市
の
取
組
み
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
現
状
と
想
い
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

『
各
学
校
に
は
、
日
頃
よ
り
、
学
校
の
特
色
を
活
か
し
た

環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
本
市
が
、「
環
境
首
都
」
を
目
指
す
中
、「
環
境
モ

デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
各
学
校
で
は
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
育
成
等
の
環
境
教

育
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
に
主
体
的
に
取
り
組
む
実
践
力
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
達
が
身
近
な
実
践
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
空
き
缶
の
回
収
活
動
は
、
子
ど
も
達
に
と

っ
て
身
近
な
実
践
活
動
で
あ
り
、
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
・
活
か

せ
ば
資
源
」
と
い
う
資
源
循
環
の
考
え
や
主
体
的
に
行
動
す

る
実
践
力
を
身
に
付
け
る
事
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
保
護
者
や
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
空
き
缶
基
金
と
の
連

携
・
協
力
に
よ
り
、
空
き
缶
回
収
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
米のすくい取り 

２
０
０
９
年 

 

１
０
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

   かんかん君 
（ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ） 

 

七夕祭り 
（3,000 名分の願い） 

九
州
国
際
大
学
付
属
高
等
学
校
（
八
幡
東
区
） 

浅
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

以
上 

累
計 

: 

２
４
４
団
体 

 

  



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

     
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

～ 

お 

礼 

～ 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
信

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
だ
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
（
未
返
信
の
方
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

～ 

お
知
ら
せ 

～ 

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
缶
基
金
』
専
用
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
つ
い
て
続
報
で
す
。 

１
１
月
２
７
日 

開
設
。 

ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

  

 
 

２
７
６
０
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.70 

中
尾
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
（
高
齢
化
率
３
０
％
超
）
中
尾

校
区
で
は
、
３
世
代
が
交
流
し
「
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
の

ま
ち
に
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
地
域
住
民
が
集
う
市
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修
工
事
が
完
了
。
校
区
内
の
金
山
川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

桜
並
木
に
ち
な
み
、
建
屋
を
ピ
ン
ク
色
に
統
一
。 

    

 

最
大
の
行
事
は
、
１
０
月
開
催
の
「
中
尾
校
区
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
で
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
協
議

会
主
催
に
変
わ
っ
て
、
今
年
で
２
回
目
。
各
ク
ラ
ブ
等
の

成
果
発
表
や
バ
ザ
ー
を
３
日
間
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
７
２
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
３
３
０
㎏
】 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
）【
３
３
０
㎏
】 

 
八
幡
小
学
校
は
、
創
立
百
三
十
一
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
学
校
で
す
。 

毎
年
五
月
三
十
日
の
全
校
児
童
に
よ
る
「
ご
み
ゼ
ロ
」
運

動
で
は
、
ご
み
を
拾
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ご
み
を
捨
て

て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を
実

感
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

総
合
学
習
で
は
、
「
環
境
を
守
る
学
習
」
に
つ
い
て
、
学

年
別
に
代
表
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

三
年
生
は
、
花
を
見
て
も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
、

地
域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
地
域
の
公
共
施
設
に
花
を
植
え
、
育
て
て
い
ま
す
。 

四
年
生
は
、「
地
球
を
守
る
３
Ｒ
大
作
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

空
き
缶
や
プ
ル
タ
ブ
を
回
収
し
、
得
ら
れ
た
収
益
金
で
車
椅

子
を
購
入
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
い
ま

す
。
資
源
の
回
収
の
積
み
重
ね
か
ら
、
目
標
を
達
成
す
る
喜

び
や
、
地
域
に
役
立
つ
喜
び
な
ど
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。 

高
学
年
で
は
、
も
っ
と
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、
ハ

ー
ド
面
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
に
も
視
点
を
当
て
、
地
域
の

方
と
共
に
調
査
活
動
を
行
い
、
地
域
に
提
案
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
人
や
自
然
に
や
さ
し 

い
生
活
力
や
行
動
力
を
育
て
る
こ 

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
身
近
な
こ 

と
を
題
材
に
、
家
庭
や
地
域
と
の 

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
全
体 

で
環
境
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い 

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

２
０
０
９
年 

 

１
１
月
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行
元
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
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  かんかん君 
（ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ） 

 

建屋入り口周辺 
（ピンクの建屋） 

 

 
タマゴ 

のつかみ取り 

 

http://www.npo‐ubckikin.org/ 

 

 
地域の方と一緒に活動 

 

（
文
章
）
北
九
州
市
立
八
幡
小
学
校 

校
長 

 

福
重 

秀
人 

 
 



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

     
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

北
九
州
市
立
二
島
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

二
島
小
学
校
の
総
合
的
学
習
で
は
、
福
祉
中
心
の
教
育

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
３
世
代
家
庭
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
地
域
住
民
の
方
々
が
、
子
ど
も
さ
ん
達
の
地
域
活
動

に
惜
し
み
な
い
協
力
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
反
対
に
、

地
域
の
人
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
小
学
生
も
地
域

へ
ど
う
貢
献
す
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。 

     

プ
ル
タ
ブ
回
収
か
ら
車
椅
子
へ
の
変
換(

小
さ
な
親
切

運
動)

や
、
市
民
の
一
員
と
し
て
、
自
然
や
生
き
物
な
ど

住
み
よ
い
町
を
守
る
た
め
、
自
分
達
で
何
が
で
き
、
ど
う

す
る
の
か
を
社
会
科
と
連
動
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

２
１
９
３
１
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.71 

北
九
州
市
立
藤
木
小
学
校
（
若
松
区
） 

平
成
１
５
年
か
ら
「
ぽ
い
ス
ト
ッ
プ
運
動
」(

通
学
途
中

に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾
う
活
動)

を
年
２
回
１
週
間
か

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
イ
ン
フ
ル
の
影
響
で
夏
の

み
実
施
。
缶
１
０
５
本
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
３
２
本
、
ご
み
９
ｋ
ｇ

が
集
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
運
動
を
呼
び
か
け
ず
と

も
、
自
発
的
に
行
動
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。 

     

代
々
が
藤
木
小
学
校
卒
と
い
う
家
庭
が
多
く
、
学
校
へ

の
愛
着
が
強
い
風
土
が
あ
り
、「
学
校
の
た
め
な
ら
」
、
と

い
う
地
域
協
力
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
見
守
り

活
動
で
は
、
５
０
名
は
下
ら
な
い
方
達
が
活
動
中
。 

 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
４
２
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
４
１
０
㎏
】 

坂
本
町
２
丁
目
老
人
会
（
小
倉
北
区
）【
３
２
０
㎏
】 

 

 

本
校
の
集
中
下
足
セ
ン
タ
ー
の
横
に
「
空
き
缶
回
収
ボ
ッ

ク
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
私
が
二
島
小
学
校
に
赴
任
し
て
き
て

三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
初
め
て
そ
の
ボ
ッ
ク
ス
を
見
た
と

き
に
は
「
こ
の
学
校
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
な
」
ぐ
ら

い
の
思
い
で
し
た
。 

 

毎
朝
校
門
で
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
い
る
と
、
時
々
小
さ

な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
し
て
登
校
し
て
く
る
児
童
が
い
ま

す
。
聞
い
て
み
る
と
、
「
家
に
あ
っ
た
空
き
缶
を
も
っ
て
き

ま
し
た
。
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
や
っ

て
、
少
し
ず
つ
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
子
ど
も
た
ち
の
中
に
育
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。 

 

空
き
缶
だ
け
で
な
く
、
本
校
の
児
童
が
、
代
表
委
員
会
で

話
し
合
い
、
「
プ
ル
タ
ブ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
も
集

め
よ
う
」
と
全
校
に
呼
び
か
け
、
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
だ
よ
り
で
保
護
者
に
も
知
ら
せ
、
空
き
缶
を
含
め
、
保

護
者
や
地
域
の
方
も
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。 

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
環
境
を
考
え
る
「
輪
」
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
自
分
達
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
、
環
境
に
も
、
人
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
０
９
年 

 

１
２
月
号 

 
 

（発
行
元
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
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０
９
３
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５
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  校舎 外観 

 

ぽいストップ運動 

総合学習／環境教育 
（稲刈り） 

北
九
州
市
立
二
島
小
学
校 

校
長 

 

安
部 

桂
子 

 空き缶 置き場 
（集中下足ｾﾝﾀｰ） 

 

 

 

酒
市
場
と
く
と
く
（
小
倉
北
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

累
計 

: 

２
４
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団
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